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論文題目： 自然習得者にみられる中間言語的特徴の定着化に関する研究 

 学位申請者 小田 佐智子 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 渋谷 勝己 

  副査 大阪大学教授 青木 直子 

  副査 大阪大学准教授 高木 千恵 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、日本語習得を開始して 10年ほどが経過した自然習得者４名を対象として、その言語運用における中

間言語的特徴の定着化の様相を分析したものである。「第Ⅰ部 序論」、「第Ⅱ部 中間言語的特徴の定着化の記述」、

「第Ⅲ部 総括」の３部より構成され、本文Ａ４判 149頁、400字詰原稿用紙に換算して約 450枚の分量である。

「第Ⅰ部 序論」は３章からなる。第１章では本論文で用いる術語の定義を行い、第２章では関連する先行研究

を整理しつつ本論文の分析課題を述べる。第３章では調査概要とインフォーマントの情報を示している。

「第Ⅱ部 中間言語的特徴の定着化の記述」では、教室学習者の実態と比較しつつ、中間言語的特徴が観察され

やすい、しかもその特徴の異なる４つの言語項目における自然習得者の日本語の使用実態を記述するとともに、

中間言語的特徴が定着するメカニズムを考察している。それぞれの項目を個別に取り上げた４章よりなる。

第４章では否定表現を対象に分析を行い、自然習得者に見られる中間言語的特徴には、五段動詞に一段動詞の

活用ルールを適用するもの、動詞やイ形容詞の基本形に「じゃない（ではない）」を付加するもの、イ形容詞の語

幹を誤って認識したものなどが認められることを明らかにした。いずれも動詞やイ形容詞のように活用する品詞

に認められるもので、それぞれの活用のパターンの分析が不十分であることや、複雑な言語処理を回避してより

簡略化した方法で否定表現を運用しようとしていることなどがその定着化の要因であるとしている。

第５章は連体修飾表現を分析したもので、「ノ」の脱落、他の助詞による「ノ」の代用、「ノ」の過剰使用など

の中間言語的特徴を見出している。使用頻度の面でも、自然習得者にはとくに動詞を述語にもつ連体修飾節の使

用が少ないと指摘し、その理由として、日本語の連体修飾節には英語の関係代名詞のように連体修飾節であるこ

とをマークする特別な形式がないためにインプットのなかにある連体修飾節の存在に気がつかず、習得されにく

いこと、また、知識としては習得していても、連体修飾節の運用にあたってその難易度が高いために回避し、「文

＋コ系指示詞」のように分析して表現する方法を採用していること、などの可能性があると指摘している。

第６章は、「カラ」節、「ケド」節および引用の「ト思ウ」節における断定詞「ダ」「ヤ」「デス」の脱落や、そ

の逆の事象である過剰使用に焦点を当てたところで、このような中間言語的特徴が観察される理由を、これらの

従属節の主節への従属度や、それぞれの従属節の担う意味・機能の抽出しやすさなどと関連させつつ考察してい

る。また、断定詞についてはチャンク的な使用が多いことも明らかにし、自然習得者にとって断定詞という具体



的な意味を持たない機能語を習得して運用することは難しく、意味を表すアイテムとしてチャンクを作ることで

複雑な統語処理を簡素化しているものと考えられると述べている。

第７章では格助詞に焦点を当てて分析し、その使用のありかたが、日本語以外の言語を使用することができる

環境にある、日本語に接触する機会が少ない自然習得者と、日本語のみでコミュニケーションを行っている、日

本語に接触する機会が多い自然習得者で異なることを明らかにしている。具体的には、前者の日本語と接触する

機会が限定的である自然習得者は、後者の日本語のみの言語環境に身を置いた自然習得者と異なって、特定の格

助詞を過剰般化し、その格助詞を、名詞と述語に何らかの格関係があるということだけを示すものとして使用し

て、格助詞が後接した名詞が担う意味役割は文脈に委ねていると指摘している。このような特定の格助詞の過剰

使用は規則や用法の分化が不十分である習得初期の段階に見られる特徴であるが、日本語との接触頻度が低い自

然習得者の場合、形式と意味の対応関係が複雑な格助詞の体系を析出しきれずに習得初期の中間言語的特徴をそ

のまま維持し、また運用面においても経済性を優先させて特定の形式を汎用するというストラテジーを採用する

ことによってコミュニケーションを成立させていると議論している。

「第Ⅲ部 総括」の第８章では、以上の記述と分析を整理して中間言語的特徴の定着化をもたらした要因をまと

めるとともに、今後の課題をあげている。

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文は、日本に居住して 10年ほどになる、日本語を自然習得した日本語非母語話者を対象として、ほぼ同じ

居住歴をもつ教室学習者と比較しつつ、その日本語の運用実態を記述し、またそこに観察される中間言語的な特

徴を定着化という観点から分析、考察することを試みたものである。従来の第二言語習得研究は、教室で学習し

ている比較的学習歴の浅い学習者を対象とすることが多く、10年程度の習得歴をもつ自然習得者が、その 10年後

の時点においてどのような日本語を使用しているのか、また、そこにどのような中間言語的な特徴が観察される

のかを明らかにしようとした研究はほとんど行われてこなかった。それに対して本論文は、研究の空き間となっ

ていた日本語の長期自然習得者を対象に、その日本語の使用実態を４つの特徴的な言語項目についてきめ細かく

記述するとともに、その中間言語的特徴の定着状況をつぶさに追究してその定着化をもたらした言語内外の要因

を考察した点に大きな意義がある。個々の言語項目の分析においても、従来指摘されてきた中間言語的な特徴が、

長期的にはどのような変化を見せるのか／見せないのかを明らかにし、その変化／不変化のメカニズムを考察し

た点など、評価すべきところが多い。

 ただし、問題点がないわけではない。たとえば、自然習得者と教室学習者を単純に２分してしまっているが、

連続的に特徴づける必要はなかったか、研究をデザインする段階でもう少し慎重な検討が必要だったと思われる。

また、海外で行われている近年の研究で、参照されるべきものが参照されていない場合がある。本論の各言語事

象をめぐる記述においても、分析に用いた文法的な枠組みなどに改善の余地が残されているところがあり、考察

に当たっても、話者の言語知識／能力と言語運用のいずれを問題にしているのかがあいまいに記載されている箇

所が散見された。定着化という通時的なプロセスを十全なかたちで明らかにするには、本研究が採用した、話者

の一時点における言語実態を記述、分析するという方法のほかに、縦断的な調査も加えたいところであった。

 このようにいくつかの問題点は残されているが、これらはむしろ、今後の発展のための課題として捉えられる

べき性質のものであって、日本語の自然習得を開始してから長い時間が経過した習得者の日本語に見られる中間

言語的特徴とその定着のメカニズムを解明しようとした本論文の本質的な価値を損なうものではない。よって、

本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。


